
性質

ポリピニールアルコール，硫酸アルミニウムおよび

重リン酸アルミニウムを添加した水硬性石灰モルタル
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EFFECTSOFAl（H2PO4)３ＰＶＡＡＮＤＡｌ２(SO4)細ＯＮ
ＴＨＥＳＴＲＥＮＧＴＨＯＦＳＨＩＲＡＳＵＭＯＲＴＡＲＢＯＤＩＥＳ
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ＳＨＩＲＡＳＵａｎｄｓｌａｋｅｄｌｉｍｅｗｅｒｅｍｉｘｅｄｗithdiluteAl（H2PO4)３ｏｒＰＶＡｏｒＡｌ２(SO4)３
solutionandpressmolded・ThemortarbodieswereprepaI･ｅｄａｓｆｏｌｌｏｗ；ｍｉｘｉｎｇｒａｔｉｏｏｆ

ＳＨＩＲＡＳＵ：slakedlime＝１：１，mixingwater20～30％，ａｄｄｉｔｉｏｎｏｆＡｌ（H2PO4)３ｏｒＰＶＡｏｒ
Ａｌ２(SOI)30.25～1％，press-moldingpressure50kg/cm2，Resultsareasfollow；apparentden‐
sitｙ1.84～2.28,bulkdensity1.38～1.52,aPparentPorosity28､6～38.7％，waterabsorption18.9～

27.9％andcompressivestrengthof28dayscuringintheatomosphere27～123ｋｇ/cm2・The
efYectｏｆＰＶＡｏｎｔｈｅｓｔｒｅｎｇｔｈｏｆＳＨＩＲＡＳＵｍｏｒｔａｒｂｏｄｉｅｓｉｓｌａｒｇｅｒｔｈａｎｏｔｈｅｒａｇｅｎts．

硫酸アルミニウム（ＡＳ）の添加がシラスー消石灰系

モルタルの性質におよぼす影響について検討した．
１ ． 緒 言

前報')において，シラスと消石灰の混合物に壷リン

酸アルミニウム（ＡＨＰ）を０．５～1％添加したモルタ

ルは通常の石灰系硬化物に見られない一祁の水破性を

示し，耐水性のある硬化物の得られることを報告し

た．

本報ではさらにポリビニールアルコール（PVA)，

２．試 料

シラスは鹿児烏市耶元町唐湊地区のもので１４メッ

シュを完通したものを用い，消石灰は市販品である．

これらの粒度および化学成分は表ｌおよび表２に示す

とおりである．

表１試料の化学 成 分 （ ％ ）
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添加剤として用いたＰＶＡは日本合成化学ＫＫ製これら供試体の強度および物理的性質を表３に示し
の遁合度1700,ケン化度88％のもので，垂リン酸アた．表中の数値はいずれも供試休３個の平均値であ
ルミニウムは米山化学ＫＫの５０％水溶液をうすめてる．

用いた．硫酸アルミニウムは市販一級薬品を使用し表３に示すように，シラスー消石灰モルタルの強度
た．におよぼすポリビニールアルコール，硫酸アルミニウ

ムおよび重リン酸アルミニウムの効果が認められ，い
３.実験および実験結果 ずれの場合も湿空養生日数の経過とともに強度が増進

シラスと消石灰を重量比で１：１に配合し，数分間していることからセメントモルタルにおけると同様な
空練り後，ポリビニールアルコール，重リン酸アルミ水硬性があると思われる．
ニウムおよび硫酸アルミニウムなどを粉末重量に対し図１は添加剤の種類別養生日数一強度関係を示した

て０．２５～１％添加し，水/粉比が20～30％でモルタルものであるが，ポリビニールアルコールが最も効果が
ミキサーによって混線する．混練後，直ちにステンレ大きく，次いで硫酸アルミニウム，リン酸アルミニウ

ス製金型に打ちこみ，５０ｋｇ/ｃｍ２で加圧成形する．ムの順となっている．また，１％添加までは添加量の
成形試料は径５０ｍｍ，高さはおおよそ５０ｍｍの円増加とともに強度も増大している．

牝体である・成形試料は湿度80％,温度２０℃の,恒温，図２はシラスー石灰モルタルの混練水の多少が強度
恒温の部屋で湿空養生を行ない，７日，１４日および2８におよぼす影響を示したもので，水/粉比が小さいほ

日後にとり出して圧縮強度試験を行うとともに比重，ど強度が大きい．この点もセメントモルタルの場合と

吸水率および気孔率などの物理的性質を測定した．同様である

表３シラスー石灰モルタルの調製条件と強度および物理的性質
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ＡＨＰ１％

3９

ＡＳ１％ＰＶＡ１％

空巾で養生すると日数の経過とともに強度が増進す

る．

これを一種のセメントと考えるならば，軽量にして

比較的強度のあるものが得られ，塗壁材料としても十

分な強度をもち，また従来のしっくいの耐水性の少な

括

添加剤１％ 添加剤0.5％ 添加剤0.25％

シラスと消石灰の混合物にポリビニールアルコー

ル，硫酸アルミニウム，重リン酸アルミニウムなどを

少量（ｌ形程度）添加することによってシラスー石灰

モルタルの強度は増進し，セメントモルタルと同様湿

同２

2８７１４２８７１４２８

養生日数（日）

シラス－７冒灰モルタルにおよぼす水/粉此の影響
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同１シラスー石灰モルタルにおよぼす添加剤の影響
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い欠点をも多少改良されると考えられる．

木研究費の一部は鹿児島県未開発資源企業化対策協

議会によるものである．実験の一部を担当された木田

君に謝意を表します．

l）島田

（1967)．
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